泉鏡花「年譜」補訂(四) by 吉田 昌志
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」、
八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
三
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］、［
本
文
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
三
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
総
ル
ビ
の
場
合
は
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
文
の
誤
記
誤
植
は
、［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
↓の
下
が
正
し
い
。
「
年
譜
」
●
85頁
下
段
15行
目
 文
献
73
↓
 文
献
72
●
86頁
下
段
8行
目
 文
献
72
↓
 文
献
73
「
補
訂
」
三

●
58頁
上
段
6行
目

58頁
下
段
13行
目

67頁
下
段
4行
目

67頁
下
段
5行
目
文
籔
↓
文
藪
●
58頁
下
段
14行
目
文
藪
（
マ
マ
）
↓
文
藪
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四

学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
二
一
号
一
二
～
二
四
（
二
〇
〇
九
三
）
［
本
文
の
追
加
訂
正
］
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
辛
酉
四
十
九
歳
五
月
六
日
、
池
田
輝
方
が
大
磯
鴫
立
沢
の
別
荘
で
没
し
た
。
享
年
三
十
九
。
十
日
付
「
時
事
新
報
」
に
載
っ
た
死
亡
広
告
に
、
友
人
総
代
と
し
て
、
川
合
玉
堂
、
大
野
静
方
、
谷
口
守
雄
と
と
も
に
名
を
列
ね
た
。
 典
拠

池
田
輝
方
の
死
亡
広
告
（「
時
事
新
報
」
大
正
十
年
五
月
十
日
付
五
面
）
＊
□
は
欠
字
。
父
池
田
輝
方
儀
永
々
病
気
の
処
養
生
不
相
叶
本
月
六
日
大
磯
別
宅
に
於
て
死
去
致
候
に
付
此
段
生
前
辱
知
各
位
御
報
告
申
上
候
尚
以
此
広
告
御
通
知
に
代
へ
候
追
て
来
る
十
一
日
午
前
十
一
時
よ
り
正
午
の
間
谷
中
斎
場
に
於
て
告
別
式
施
行
可
仕
候
大
正
十
年
五
月
八
日
町
区
下
六
番
町
十
番
地
男
池
田
輝
之
親
族
総
代
笹
川
幸
二
郎
榊
原
浩
逸
友
□
総
代
川
合
玉
堂
泉
鏡
花
大
野
静
方
谷
口
守
雄
門
弟
一
同
 注
記

鏡
花
と
池
田
輝
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
別
稿
「
泉
鏡
花
と
挿
絵
画
家
―
池
田
蕉
園
輝
方
―
」
（
泉
鏡
花
研
究
会
編
『
論
集
泉
鏡
花
』
第
三
集
、
和
泉
書
院
、
平
成
十
一
年
七
月
三
十
日
）
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
「
時
事
新
報
」
の
訃
報
に
は
触
れ
た
も
の
の
、
右
死
亡
広
告
を
見
落
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
補
っ
た
。
親
族
総
代
の
一
人
榊
原
浩
逸
は
故
蕉
園
の
実
父
。
同
紙
五
月
十
二
日
付
（
六
面
）
に
は
、
輝
之
名
義
で
会
葬
御
礼
が
出
て
い
る
。
鏡
花
は
当
然
十
一
日
の
告
別
式
に
も
参
列
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
葬
儀
の
報
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
先
立
つ
大
正
六
年
十
二
月
二
日
付
同
紙
の
池
田
蕉
園
の
死
亡
広
告
の
友
人
総
代
は
鏑
木
清
方
と
大
野
静
方
で
あ
っ
て
、
鏡
花
の
名
は
無
い
。
輝
方
は
、
蕉
園
の
没
後
、
大
正
七
年
五
月
に
妻
と
暮
し
た
田
端
の
家
を
出
て
、
町
土
手
三
番
町
二
十
九
へ
転
居
、
秋
に
中
六
番
町
十
に
転
じ
、
さ
ら
に
鏡
花
宅
の
隣
の
番
地
、
下
六
番
町
十
へ
と
移
っ
た
の
ち
、
九
年
五
月
に
発
病
（
結
核
）、
静
養
先
の
大
磯
で
没
し
た
。
喪
主
と
な
っ
た
輝
之
は
、
大
正
元
年
十
月
六
日
生
れ
。
数
え
六
歳
で
母
を
、
十
歳
で
父
を
喪
っ
た
の
で
あ
る
。
［
新
た
な
項
目
］
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
癸
卯
三
十
一
歳
二
月
二
十
五
日
発
行
の
「
卯
杖
」
第
二
号
の
巻
末
に
「
文
藪
」
寅
の
六
号
の
広
告
が
載
り
、
「
文
藪
」
誌
の
「
編
輯
」
と
し
て
、
徳
田
秋
聲
、
小
栗
風
葉
、
柳
川
春
葉
ら
と
と
も
に
名
が
掲
げ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
文
藪
」
寅
の
六
号
の
広
告
（「
卯
杖
」
二
号
、
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
五
日
）
編
輯
（
泉
鏡
花
徳
田
秋
聲
小
栗
風
葉
柳
川
春
葉
外
数
名
）
文
藪
は
十
千
万
堂
門
下
廿
五
名
の
結
成
せ
る
藻
社
の
詞
壇
に
し
て
、
兼
ね
て
俳
に
は
晩
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鐘
会
が
新
派
鼓
吹
の
道
場
た
り
。
毎
号
紙
数
に
四
張
、
載
る
所
の
文
章
両
三
、
録
す
る
所
の
俳
句
数
百
吟
に
上
ら
ず
。
其
形
に
於
け
る
や
幺
微
、
一
茎
草
の
如
き
を
づ
と
雖
も
、
質
に
於
て
は
、
敢
て
及
ば
ざ
る
も
、
醇
之
醇
な
る
者
を
求
む
る
が
故
に
、

択
最
も
厳
に
、

又
精
也
。
（
…
）
因
り
て
自
ら
賛
し
て
曰
く
、
片
羽
の
吉
光
、
一
斑
の
文
炳
、
又
之
を
図
し
て
巻
首
に
掲
ぐ
。
 注
記

「
文
藪
」
は
、
明
治
三
十
四
年
八
月
創
刊
の
「
俳
藪
」
（
発
行
元
晩
鐘
会
）
を
三
十
五
年
九
月
に
改
題
し
、
号
数
を
引
き
継
い
で
、
藻
社
（
住
所
は
横
寺
町
の
紅
葉
自
宅
）
か
ら
の
発
行
と
し
た
雑
誌
。
鏡
花
の
「
	子
た
よ
り
」
の
載
る
「
俳
藪
」
寅
の
八
号
が
、
「
文
藪
」
の
第
一
号
で
あ
る
。
同
誌
掲
載
の
鏡
花
の
文
は
「
抱
一
庵
主
人
が
其
訳
「
聖
人
乎
盗
賊
乎
」
の
序
を
索
め
ら
る
ゝ
に
答
ふ
」
と
「
千
歳
の
鉢
」
後
半
を
載
せ
た
卯
の
二
号
（
三
十
六
年
二
月
十
日
）
が
最
終
で
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
も
本
号
ま
で
で
、
こ
れ
が
「
文
藪
」
最
終
号
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
紅
葉
の
入
院
（
三
十
六
年
三
月
）
以
降
は
続
行
の
意
欲
を
失
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
俳
藪
」
誌
は
、
紅
葉
没
後
の
三
十
九
年
十
月
に
、
第
二
巻
第
一
号
か
ら
復
刊
し
、
四
十
年
十
一
月
ま
で
十
三
号
を
出
し
て
、
秋
声
会
発
行
の
「
卯
杖
」
に
合
併
し
た
。
「
文
藪
」
発
行
の
意
図
、
概
要
は
引
用
文
に
詳
か
で
、
ま
た
「
十
千
万
堂
門
下
廿
五
名
」
と
、
門
下
生
の
数
の
明
記
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
案
文
は
「
編
輯
」
四
名
の
う
ち
の
誰
か
か
、
あ
る
い
は
紅
葉
の
自
筆
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
紅
葉
で
な
い
と
し
て
も
、
相
当
に
柵
正
が
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
文
藪
」
発
刊
に
際
し
て
、
紅
葉
は
知
友
に
「
大
冊
に
て
は
長
く
続
か
ず
候
故
始
は
処
女
の
如
く
興
し
候
次
第
に
て
十
年
計
画
の
心
算
に
御
座
候
」
（
嘉
瀬
信
吉
宛

明
治
三
十
五
年
九
月
二
十
八
日
付
）
と
書
き
送
っ
て
い
る
ほ
か
、
寄
稿
し
た
藻
社
社
中
門
人
に
対
し
て
も
、
厳
し
い
注
文
を
付
け
て
い
る
（
泉
鏡
花
宛

同
年
八
月
二
十
六
日
付
、
お
よ
び
柳
川
春
葉
宛

同
年
十
二
月
五
日
付
）。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
癸
卯
三
十
一
歳
五
月
二
日
（
ま
た
は
三
日
）
カ
、
鏑
木
清
方
は
『
続
続
金
色
夜
叉
』
（
春
陽
堂
刊
）
の
意
匠
の
件
で
、
前
日
に
銚
子
か
ら
帰
っ
た
尾
崎
紅
葉
を
横
寺
町
に
訪
ね
た
帰
り
、
神
楽
町
の
鏡
花
宅
に
立
ち
寄
っ
た
。
鏡
花
は
『
換
菓
』
の
た
め
の
「
薬
草
取
」
を
執
筆
中
で
あ
っ
た
。

典
拠
1
鏑
木
清
方
「
横
寺
町
の
先
生
」
（
『
こ
し
か
た
の
記
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
二
十
日
）
そ
れ
か
ら
越
え
て
一
年
、
「
続
々
金
色
夜
叉
」
の
刊
行
に
当
つ
て
、
そ
の
口
絵
に
は
塩
原
箒
川
の
写
真
を
用
ひ
る
の
で
、
そ
の
輪
郭
に
施
す
意
匠
を
相
談
し
た
い
と
の
招
き
に
応
じ
て
、
翠
柳
の
蔭
こ
ま
や
か
な
十
千
万
堂
を
訪
れ
た
。
先
生
の
病
状
も
一
進
一
退
を
つ
ゞ
け
、
き
の
ふ
保
養
先
の
銚
子
か
ら
、
帰
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
つ
た
が
、
（
…
）
座
談
に
な
れ
ば
不
治
の
難
病
を
有
つ
人
と
も
見
え
ぬ
。
（
…
）
そ
の
日
帰
途
、
島
金
横
町
に
鏡
花
を
訪
ふ
。
恰
ど
門
下
の
師
に
献
ず
る
「
換
果 （マ
マ
）
」
の
執
筆
中
で
あ
つ
た
。

典
拠
2
尾
崎
紅
葉
の
佐
佐
木
信
綱
宛
書
簡
（
明
治
三
十
六
年
四
月
三
十
日
付
葉
書
、
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
十
二
巻
、
平
成
七
年
九
月
二
十
七
日
）
去
る
廿
三
日
よ
り
参
居
り
、
明
日
帰
宅
仕
候
。
シ
モ
フ
サ
銚
子
卅
日
病
葉
 典
拠
3
尾
崎
紅
葉
の
岡
田
朝
太
郎
宛
書
簡
（
同
上
）
明
後
二
日
の
午
後
に
は
帰
宅
致
候
い
ろ

京
阪
の
風
流
可
有
是
非
う
か
ゞ
ひ
申
度
候
下
総
銚
子
四
月
卅
日
病
葉
生
岡
田
朝
太
郎
様
―14―
 注
記

紅
葉
は
、
四
月
二
十
三
日
よ
り
銚
子
暁
鷄
館
に
滞
在
、
鏡
花
は
二
十
六
日
の
晩
、
小
栗
風
葉
、
柳
川
春
葉
、
徳
田
秋
聲
と
銚
子
を
訪
ね
て
、
翌
月
師
弟
と
も
ど
も
帰
京
し
た
。
紅
葉
の
帰
京
日
は
、
と
も
に
三
十
日
発
信
の
佐
佐
木
信
綱
宛
で
は
五
月
一
日
、
岡
田
朝
太
郎
宛
で
は
二
日
と
な
る
。
引
用
を
省
い
た
が
、
二
十
九
日
発
信
の
安
田
善
之
助
宛
に
は
「
来
月
二
三
日
頃
に
帰
宅
可
申
候
」
と
あ
る
一
方
、
同
日
の
樺
島
信
太
郎
宛
に
は
「
朔
日
午
前
に
一
先
引
払
ひ
帰
京
致
す
事
に
相
成
申
候
」
と
も
あ
っ
て
、
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
清
方
の
訪
問
日
も
、
二
日
あ
る
い
は
三
日
、
と
併
記
し
て
お
く
。
清
方
が
相
談
を
受
け
た
『
続
続
金
色
夜
叉
』
は
、
口
絵
の
塩
原
の
写
真
の
枠
に
百
合
の
絵
（
清
方
筆
カ
）
を
あ
し
ら
っ
て
、
六
月
十
二
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
「
島
金
横
町
」
は
、
南
榎
町
か
ら
神
楽
町
へ
の
引
越
を
写
し
た
泉
斜
汀
の
「
転
居
記
」
（
「
新
小
説
」
八
年
七
巻
、
明
治
三
十
六
年
六
月
一
日
）
の
「
今
の
新
宅
」
の
章
に
「
坂
下
の
洋
服
屋
と
、
唐
物
屋
の
間
を
入
つ
て
、
島
金
の
前
を
通
り
、
真
直
に
、
竹
矢
来
を
結
つ
た
、
竹
内
小
学
校
の
石
垣
に
添
う
て
、
右
は
段
々
を
上
つ
た
処
に
、
維
新
以
来
の
黒
門
が
有
る
。」「
其
の
黒
門
を
入
つ
た
二
軒
目
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
牛
肉
蒲
焼
の
店
「
島
金
」
（
二
丁
目
一
番
地
）
の
あ
っ
た
横
町
。
店
は
今
も
当
地
で
営
業
を
続
け
て
い
る
。
鏡
花
が
執
筆
中
だ
っ
た
「
薬
草
取
」
は
、
五
月
十
六
日
よ
り
三
十
日
ま
で
、
富
田
秋
香
の
挿
絵
で
「
二
六
新
報
」
紙
上
に
掲
載
後
、
紅
葉
の
朱
を
請
う
て
か
ら
、
『
換
菓
』
（
博
文
館
、
十
月
二
十
四
日
刊
）
に
収
め
ら
れ
た
。
朱
筆
入
の
初
出
原
紙
貼
込
帖
が
現
存
す
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
癸
卯
三
十
一
歳
六
月
一
日
付
「
読
売
新
聞
」
の
「
風
の
便
り
」
に
お
い
て
、
神
楽
町
へ
の
転
居
が
報
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
居
に
ま
つ
わ
る
綺
談
も
紹
介
さ
れ
た
。
 典
拠

「
風
の
便
り
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
六
年
六
月
一
日
付
三
面
）
幽
玄
小
説
家
の
泉
鏡
花
の
新
宅
に
就
て
珍
聞
が
あ
る
鏡
花
は
こ
の
春
か
ら
牛
込
の
山
奥
を
去
つ
て
神
楽
坂
下
を
島
金
と
い
ふ
牛
屋
に
因
つ
て
曲
つ
た
所
至
極
粋
な
家
へ
と
転
居
し
た
▲
単
に
粋
な
家
と
い
ふ
ば
か
り
で
な
く
一
望
東
南
の
方
を
眺
め
て
花
に
雪
に
新
緑
に
景
色
は
更
に
盡
き
な
い
の
で
あ
る
▲
こ
の
ほ
ど
の
夜
の
事
所
謂
山
奥
と
称
し
た
る
以
前
の
榎
町
の
邸
跡
へ
引
移
つ
た
某
夫
妻
は
か
ね
て
懇
意
の
間
柄
で
あ
る
か
ら
路
を
連
ね
て
鏡
花
を
訪
れ
た
が
、
コ
レ
お
前
も
上
つ
て
泉
さ
ん
と
、
お
話
を
せ
ん
か
、
い
え
私
は
こ
に
待
つ
て
居
り
ま
す
と
妻
君
ば
か
り
門
前
に
待
つ
事
に
な
つ
た
▲
ま
だ
宵
な
が
ら
森
閑
と
し
た
る
四
辺
あ
た
りの
景
星
さ
へ
幽
か
な
る
雨
催
ひ
の
空
に
さ
な
が
ら
入
道
の
佇
む
如
く
一
際
立
つ
て
聳
ゆ
る
は
隣
れ
る
家
の
椎
の
古
木
と
見
え
て
さ
は

と
風
に
鳴
つ
て
ゐ
る
▲
こ
の
時
丁
度
泉
家
の
裏
手
か
ら
朦
朧
と
し
て
光
薄
く
漸
く
輝
き
て
桃
の
実
の
や
う
な
も
の
が
現
は
れ
た
が
見
る
間
に
広
が
つ
て
そ
れ
は
さ
も
物
凄
き
陰
々
た
る
人
魂
と
な
り
ふ
は

と
飛
ん
で
か
の
椎
の
大
木
を
霞
め
一
度
は
去
ら
ん
と
し
て
去
り
難
に
再
び
ふ
は

と
帰
つ
て
隣
家
と
な
り
の
瓦
斯
洋
燈
ら
ん
ぷに
突
当
る
と
消
え
同
時
に
瓦
斯
も
ヂ
イ
ツ
と
言
つ
て
消
え
た
▲
目
前
に
鏡
花
式
な
る
光
景
を
見
た
妻
君
は
震
へ
上
つ
て
出
て
来
た
夫
に
縋
つ
て
こ
の
事
を
話
し
た
、
所
が
妻
君
は
漸
く
震
へ
上
る
位
に
止
つ
て
ゐ
た
か
ら
可
い
が
そ
の
夫
な
ら
大
の
臆
病
者
で
あ
つ
た
か
ら
人
魂
を
見
る
と
必
ら
ず
気
絶
し
て
仕
舞
つ
た
ら
う
と
い
ふ
話
だ
 注
記

南
榎
町
か
ら
神
楽
町
へ
の
転
居
は
、
泉
斜
汀
「
転
居
記
」
（
「
新
小
説
」
八
年
七
巻
、
明
治
三
十
六
年
六
月
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
一
月
二
十
二
日
で
あ
る
が
、
当
年
六
月
の
新
聞
に
も
ま
た
神
楽
町
の
所
在
が
か
な
り
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
年
の
鏡
花
の
文
「
春
着
」
（「
時
事
新
報
」
朝
刊
、
大
正
十
三
年
一
月
一
日
～
四
日
、
同
紙
夕
刊
、
一
月
五
日
～
七
日
）
で
、
こ
の
引
越
に
触
れ
て
、
南
榎
町
の
旧
宅
へ
は
「
い
ゝ
塩
梅
に
、
一
人
知
り
合
が
あ
と
へ
入
つ
た
」
「
此
の
知
合
を
誰
と
か
す
る
。
や
が
て
報
知
新
聞
の
記
者
、
い
ま
は
代
議
士
で
あ
る
、
田
中
万
逸
君
そ
の
人
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
典
拠
文
中
の
―15―
「
某
夫
妻
」
は
、
鏡
花
の
門
人
の
一
人
田
中
万
逸
（
号
花
浪
）
夫
妻
の
こ
と
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
須
藤
鍾
一
「
鏡
花
党
の
一
人
」
（
「
新
小
説
臨
時
増
刊
天
才
泉
鏡
花
」
大
正
十
四
年
五
月
一
日
）
に
も
、
田
中
の
南
榎
町
へ
の
入
居
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
癸
卯
三
十
一
歳
十
月
十
七
日
、
前
夜
か
ら
横
寺
町
で
夜
伽
を
し
、
暁
方
に
病
床
の
紅
葉
か
ら
依
頼
さ
れ
、
名
代
と
し
て
秋
山
定
輔
の
結
婚
披
露
の
園
遊
会
（
於
芝
紅
葉
館
、
午
後
一
時
開
会
、
午
後
六
時
散
会
）
へ
紅
葉
の
贈
物
（
扇
子
）
を
届
け
た
。

典
拠
１

「
紅
葉
山
人
追
憶
録
第
七
」
（
「
新
小
説
」
八
年
十
三
巻
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
一
日
。
↓岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
一
、
平
成
十
七
年
十
二
月
十
四
日
、
に
収
録
）
＊
引
用
は
初
出
。
○
鏡
花
君
（
…
）
此
の
間
、
二
六
新
報
社
の
秋
山
氏
が
結
婚
披
露
の
園
遊
会
の
催
し
、
其
の
日
の
暁
方
あ
け
が
た例 い
つ
もの
如
く
夜
伽
に
行
つ
て
居
る
と
秋
山
家
へ
、
羽
織
袴
を
着
け
て
贈
り
物
を
持
つ
て
使
に
行
け
と
云
ふ
こ
と
で
す
。
さ
う
し
て
是 こ
の
品
（
扇
子
）
は
、
当
日
ど
う
か
御
夫
婦
で
お
用
ゐ
下
さ
い
、
軽
少
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
其
の
心
組
で
趣
向
が
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
と
云
ふ
こ
と
を
、
堅
く
先
方
へ
言
つ
て
来
て
呉
れ
ろ
。
と
申
し
つ
け
て
、
帰
つ
て
支
度
を
し
て
御
使
を
し
て
、
横
寺
町
へ
伺
つ
て
、
其
の
復
命
を
し
や （マ
マ
）う
と
し
た
が
、
先
生
は
ス
ヤ

御
眠
り
な
す
つ
て
居
ら
つ
し
や
る
、
 典
拠
2
「
秋
山
定
輔
新
婚
披
露
」
（「
二
六
新
報
」
明
治
三
十
六
年
十
月
十
九
日
付
二
面
）
一
昨
日
午
後
一
時
よ
り
其
園
遊
会
を
芝
紅
葉
館
に
催
し
た
り
夜
来
の
大
雨
正
午
近
く
歇 や
ま
ざ
り
し
為
め
種
々
の
設
備
に
多
く
の
手
違
を
生
じ
た
る
に
も
拘
ら
ず
来
賓
五
百
八
十
五
名
の
多
き
に
達
し
た
る
は
秋
山
、
永
井
両
家
の
一
族
は
勿
論
我
が
社
中
同
人
の
多
謝
す
る
所
な
り
幸
に
も
定
刻
に
至
り
一
天
霽
れ
わ
た
り
た
れ
ば
余
興
（
…
）
立
食
（
…
）
近
衛
楽
隊
の
マ
ー
チ
（
新
夫
婦
と
来
賓
と
の
園
内
行
列
）
等
都 す
べて
好
都
合
に
執
行
は
れ
午
後
六
時
芽 め
出
度
で
た
く散
会
せ
り
 注
記

秋
山
定
輔
て
い
す
け
（
慶
応
四
年
七
月
七
日
生
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
十
九
日
没
。
享
年
八
十
二
）
は
、
当
時
「
二
六
新
報
」
社
長
。
結
婚
の
相
手
は
、
秋
山
と
同
郷
岡
山
県
出
身
永
井
直
哉
の
次
女
道
子
で
あ
る
（
野
依
秀
市
編
『
明
治
大
正
史
』
十
三
巻
、
実
業
之
世
界
社
明
治
大
正
史
刊
行
会
、
昭
和
五
年
十
二
月
十
五
日
）。
引
用
を
省
い
た
来
賓
の
人
名
は
各
界
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
紅
葉
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
巌
谷
季
雄
（
小
波
）、
岡
田
朝
太
郎
（
虚
心
）、
角
田
真
平
（
竹
冷
）
ら
の
名
が
見
え
る
。
「
読
売
新
聞
」
退
社
後
、
自
分
を
迎
え
て
く
れ
た
「
二
六
新
報
」
社
主
の
披
露
宴
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
紅
葉
は
、
さ
ぞ
無
念
だ
っ
た
ろ
う
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
甲
辰
三
十
二
歳
九
月
六
日
、
宮
戸
座
の
夜
興
行
二
番
目
狂
言
の
「
瀧
の
白
糸
」
を
観
劇
し
た
。
配
役
は
、
瀧
の
白
糸
＝
澤
村
源
之
助
、
村
越
欣
彌
＝
澤
村
訥
升
、
妹
お
君
＝
岩
井
粂
三
郎
、
裁
判
長
＝
尾
上
菊
四
郎
ほ
か
。
同
日
に
観
劇
し
た
岡
田
八
千
代
は
翌
月
の
「
歌
舞
伎
」
（
第
五
十
四
号
、
十
月
十
三
日
発
行
）
に
芹
影
名
義
で
劇
評
「
宮
戸
座
の
瀧
の
白
糸
」
を
載
せ
た
。
 典
拠
1
芹
影
「
宮
戸
座
の
瀧
の
白
糸
」
（「
歌
舞
伎
」
五
十
四
号
、
明
治
三
十
七
年
十
月
十
三
日
）
＊
原
文
の
圏
点
を
省
略
。
源
之
助
の
瀧
の
白
糸
、
序
幕
は
色
入
の
縮
緬
の
浴
衣
に
古
代
紫
（
か
）
と
白
と
の
市
松
と
、
黒
繻
子
と
の
腹
合
せ
の
帯
、
前
を
分
け
た
鬘
下
地
に
白
い
引
を
掛
け
た
鬘
と
言
ふ
拵
で
御
座
い
ま
し
た
が
、
廿
四
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
世
物
小
屋
の
処
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
水
色
絽
の
肩
衣
に
淡 と
紅 き
色
縮
緬
の
着
付
と
い
ふ
美
し
い
処
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
只
只
仇
な
も
の
で
、
折
か
ら
原
作
者
先
生
も
御
見
物
の
様
に
御
見
受
け
申
し
ま
し
た
が
、
煙
管
掃
除
の
件 く
だ
んな
ど
は
無
暗
に
御
嬉
し
さ
う
で
御
座
い
ま
し
た
。
私
の
家
は
と
、
見
―16―
世
物
小
屋
を
指
す
時
、
奥
の
欄
干
に
寄
つ
て
見
物
人
は
後
向
に
川
向
を
欣
彌
に
示
す
形
は
、
米
坡
の
時
の
泉
先
生
の
御
意
見
が
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
せ
う
が
誠
に
趣
が
あ
り
ま
し
た
。
（
…
）
（
九
月
六
日
見
物
）
 典
拠
2
「
興
行
一
覧
」
（「
歌
舞
伎
」
五
十
三
号
、
明
治
三
十
七
年
）
▲
宮
戸
座
（
…
）（
八
月
廿
五
日
昼
）「
刻
煙
草
浪
花
土
産
」「
鈴
ケ
森
」「
心
中
天
の
網
島
」
（
夜
）「
お
し
づ
礼
三
」「
瀧
の
白
糸
」
寿
美
蔵
、
源
之
助
、
訥
升
、
鬼
丸
、
菊
四
郎
 注
記

本
上
演
と
観
劇
の
こ
と
は
、
越
智
治
雄
「
瀧
の
白
糸
」
（
『
鏡
花
と
戯
曲
』
砂
子
屋
書
房
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
十
五
日
）
に
「
鏡
花
は
米
坡
の
場
合
は
感
想
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
し
、
芹
影
の
評
に
よ
っ
て
三
十
七
年
の
源
之
助
の
公
演
も
観
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
」
と
あ
る
の
に
よ
り
教
え
ら
れ
た
。
千
歳
米
坡
の
白
糸
は
、
明
治
三
十
四
年
十
二
月
の
宮
戸
座
興
行
で
、
こ
の
時
は
、
十
五
日
に
紅
葉
ら
と
見
物
に
赴
き
、
そ
の
お
り
の
感
想
が
、
年
明
け
の
「
歌
舞
伎
」
（
二
十
号
、
明
治
三
十
五
年
一
月
一
日
）
に
「
瀧
の
白
糸
に
つ
い
て
原
作
者
泉
鏡
花
君
の
談
」
と
し
て
載
っ
た
。
今
回
は
、
贔
屓
の
役
者
源
之
助
の
演
ず
る
白
糸
に
満
足
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
の
ち
源
之
助
は
明
治
四
十
二
年
六
月
（
十
五
日
初
日
）
の
宮
戸
座
興
行
で
「
通
夜
物
語
」
の
丁
山
を
演
じ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
観
劇
は
今
の
と
こ
ろ
確
め
ら
れ
な
い
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
丁
未
三
十
五
歳
七
月
二
十
二
日
付
「
読
売
新
聞
」
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
、
泉
斜
汀
が
「
過
般
北
海
道
よ
り
帰
京
し
子
な
る
兄
の
下
に
保
養
し
つ
あ
り
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
よ
み
う
り
抄
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
年
七
月
二
十
二
日
付
一
面
）
△
泉 ・
斜 ・
汀 ・
氏 ・
は
過
般
北
海
道
よ
り
帰
京
し
子
な
る
兄
の
下
に
保
養
し
つ
あ
り
 注
記

「
年
譜
」
に
は
、
七
月
十
日
付
で
斜
汀
が
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
に
連
載
し
て
い
た
「
寒
紅
梅
」
が
中
絶
し
た
こ
と
を
も
っ
て
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
退
社
を
「
こ
の
前
後
カ
」
と
推
定
し
た
の
だ
が
、
右
記
事
の
よ
う
に
、
こ
の
月
二
十
二
日
に
は
、
そ
の
帰
京
、
子
の
鏡
花
宅
で
の
保
養
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
同
日
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
は
、
斜
汀
の
報
の
後
に
「
△
春 ・
陽 ・
堂 ・
に
て
は
過
般
首
相
に
招
待
せ
ら
れ
た
る
文
士
の
作
物
を
輯
め
て
出
版
す
る
計
画
あ
り
昨
今
右
の
十
七
名
の
文
士
と
交
渉
を
重
ね
つ
あ
り
遅
く
も
九
月
末
に
出
版
す
る
見
込
な
り
と
い
ふ
」
と
の
記
事
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
の
文
集
は
未
刊
に
終
っ
て
い
る
。
首
相
西
園
寺
公
望
の
文
士
招
待
会
は
、
六
月
十
七
十
八
十
九
日
の
三
夜
に
分
け
て
催
さ
れ
、
鏡
花
は
十
八
日
の
会
に
出
席
し
た
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
戊
申
三
十
六
歳
三
月
十
三
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
、
名
古
屋
音
羽
座
（
南
伏
見
町
）
で
「
霊
象
」
（
八
幕
）
の
上
演
が
あ
っ
た
。
配
役
は
、
法
学
士
後
判
事
藤
島
新
一
＝
荒
木
清
、
高
利
貸
盲
人
国
沢
清
次
＝
濱
田
、
紳
士
名
倉
仙
蔵
＝
山
本
薫
、
名
倉
夫
人
秀
子
＝
桜
井
武
夫
、
大
工
三 み
枝 え
だ重
兵
衛
＝
小
磯
文
濤
、
重
兵
衛
娘
お
玉
後
娼
妓
玉
浦
＝
佐
藤
薫
、
悪
漢
三
枝
長
次
裁
判
長
＝
村
島
太
郎
ほ
か
。
上
演
中
の
二
十
七
日
に
、
里
見
弴
は
志
賀
直
哉
、
木
下
利
玄
と
と
も
に
関
西
へ
旅
す
る
途
次
、
立
寄
っ
た
名
古
屋
で
こ
の
上
演
の
絵
看
板
を
目
に
し
た
。
 典
拠
1
里
見
弴
『
若
き
日
の
旅
』
（
甲
鳥
書
林
、
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
五
日
）
さ
す
が
に
疲
れ
て
、
一
二
時
間
も
と
ろ

と
し
た
か
と
思
ふ
と
、
も
う
夜
が
あ
け
て
、
大
井
川
の
鉄
橋
を
渡
つ
て
ゐ
た
。
熱
田
で
降
り
て
、
誓
願
寺
に
頼
朝
の
誕
生
地
を
、
熱
田
神
宮
を
、
白
鳥
御
陵
を
、
と
い
ふ
風
に
、
旅
の
初
め
で
は
あ
り
、
根
を
洗
へ
ば
や
つ
ぱ
り
学
生
で
、
修
学
旅
行
め
く
ば
か
り
克
明
に
、
丹
念
に
歩
き
廻
り
、
や
が
て
薄
汚
い
名
古
屋
の
町
は
づ
れ
に
か
ゝ
る
と
、
小
さ
な
劇
場
の
絵
看
板
に
、
泉
鏡
花
原
作
、
「
霊
象
」
と
出
―17―
て
ゐ
る
。
む
ろ
ん
先
生
は
、
夢
に
も
御
存
知
な
い
こ
と
だ
ろ （マ
マ
）う
、
な
ど
ゝ
話
し
な
が
ら
、
大
須
の
観
音
に
は
い
り
、
裏
へ
ぬ
け
て
、
二
階
三
階
の
家
並
、
落
語
家
は
な
し
かの
謂
ふ
「
錦
の
裏
を
返
し
た
や
う
な
」
昼
の
静 し
づ閑 け
さ、

す
ぐ
、
は
ゝ
ア
と
勘
は
働
い
た
が
、
黙
つ
て
ゐ
た
。
年
嵩
の
志
賀
さ
へ
「
遊
廓
だ
ね
。
そ
つ
ち
イ
曲
ら
う
か
」
な
ど
ゝ
、
す
ま
し
込
ん
で
云
ふ
く
ら
ゐ
の
わ
れ
わ
れ
だ
つ
た
。
 典
拠
2
「
演
芸
だ
よ
り
」
（「
名
古
屋
新
聞
」
明
治
四
十
一
年
三
月
十
三
日
付
三
面
）
▲
音 ・
羽 ・
座 ・
は
本
日
よ
り
狂
言
を
差
替
へ
泉
鏡
花
子
の
小
説
「
霊
象
」
を
八
幕
に
脚
色
し
て
上
場
す
其
役
割
左
の
如
し
＊
配
役
の
引
用
を
省
略
。
 典
拠
3
「
演
芸
だ
よ
り
」
（「
名
古
屋
新
聞
」
明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
八
日
付
三
面
）
▲
音
羽
座
「
霊
象
」
劇
は
近
来
に
な
き
好
評
に
し
て
日
々
大
当
り
な
れ
ば
来
る
二
十
九
日
ま
で
日
延
べ
な
す
由
な
り
 注
記

「
霊
象
」
は
明
治
四
十
年
一
月
「
文
芸
楽
部
」
（
十
三
巻
一
号
、
一
日
発
行
）
に
発
表
さ
れ
た
小
説
。
従
来
上
演
は
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
里
見
弴
の
言
葉
に
よ
り
こ
れ
を
確
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
『
名
古
屋
興
行
略
年
表
』
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
資
料
調
査
課
編
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
刊
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
）
に
は
、
同
座
明
治
三
十
九
年
十
月
の
「
湯
島
詣
」
（
六
日
初
日
。
大
阪
朝
日
座
の
初
演
の
翌
月
の
興
行
）、
四
十
年
十
月
の
「
辰
巳
談
」
（
十
日
初
日
）
は
載
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
霊
象
」
上
演
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
「
名
古
屋
新
聞
」
（
明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
四
日
付
三
面
）
の
劇
評
「
音
羽
座
の
「
霊
象
」
劇
」
（
署
名
「
鳴
の
字
」
）
に
は
、
「
比
較
的
鏡
花
式
の
朦
朧
式
鋳
型
を
脱
し
て
筋
の
透
徹
し
た
、
人
物
の
輪
廓
が
瞭
然
は
つ
き
りと
、
性
格
も
正
し
い
。
由
来
鏡
花
氏
作
の
小
説
を
舞
台
に
上
場
の
ぼ
す
と
殆
ん
ど
原
作
の
俤
を
破
つ
て
演 し
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
が
此
霊
象
は
比
較
的
自
然
に
出
来
て
居
て
、
原
作
の
筋
と
差
し
た
る
相
違
も
な
く
従
つ
て
変
化
の
あ
る
、
情
緒
と
、
波
瀾
と
が
工
合
好
く
配
合
さ
れ
て
妙
味
の
有
る
劇
と
為 な
つ
て
居
る
」
云
々
と
、
好
意
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
日
延
べ
興
行
と
な
っ
た
。
本
公
演
は
、
当
時
音
羽
座
を
常
打
ち
に
し
て
い
た
荒
木
清
一
座
に
よ
る
も
の
。
配
役
の
引
用
を
省
略
し
た
典
拠
2で
は
、
役
者
の
姓
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
名
前
は
「
大
高
心
中
劇
下
音
羽
座
評
判
記
」
（
「
名
古
屋
新
聞
」
明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
五
日
付
三
面
）
に
拠
っ
て
補
っ
た
が
、
盲
人
国
沢
役
の
「
濱
田
」
の
み
名
前
が
判
ら
な
い
。
ま
た
音
羽
座
の
所
在
は
「
新
愛
知
」
（
明
治
四
十
一
年
二
月
四
日
付
五
面
）
の
広
告
に
拠
っ
た
。
「
霊
象
」
の
次
の
演
目
は
、
三
十
日
か
ら
「
フ
ラ
ン
チ
エ
ス
カ
」
（
畠
山
古
瓶
作
）
と
「
怨
の
」
で
あ
る
（
「
演
芸
界
」
「
新
愛
知
」
明
治
四
十
一
年
三
月
三
十
日
付
三
面
。
こ
れ
も
前
記
『
名
古
屋
興
行
略
年
表
』
に
記
載
を
み
な
い
）。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
庚
戌
三
十
八
歳
一
月
七
日
、
生
田
葵
山
宛
に
年
賀
葉
書
を
出
し
た
。
 典
拠

生
田
葵
山
宛
葉
書
（
明
治
四
十
三
年
一
月
七
日
付
）
＊
日
付
は
消
印
に
よ
る
。
（
表
）
市
内
芝
車
町
四
十
七
（
裏
）
新
年
の
御
慶
め
で
た
く
申
納
候
生
田
葵
様
あ
ひ
か
は
ら
す
お
う
は
き
の
事
と
祝
着
に
奉
存
候
明
治
四
十
三
年
一
月
一
日
泉
鏡
太
郎
東
京
市

町
区
土
手
三
番
町
三
十
番
地
 注
記

田
中
励
儀
氏
所
蔵
の
葉
書
。
「
資
料
紹
介
生
田
葵
山
宛
年
賀
状
三
通
」
（
「
泉
鏡
花
研
究
会
―18―
会
報
」
二
十
三
号
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
庚
戌
三
十
八
歳
六
月
六
日
、
鉛
毒
の
た
め
下
谷
笹
川
病
院
（
御
徒
士
町
三
丁
目
五
十
八
番
地
）
に
入
院
し
て
い
た
喜
多
村
緑
郎
を
見
舞
い
、
夜
遅
く
帰
っ
た
。
喜
多
村
は
こ
の
入
院
中
に
「
楊
柳
歌
」（「
新
小
説
」
四
六
月
号
）
を
読
ん
で
い
た
。
 典
拠
1
喜
多
村
緑
郎
「
病
床
日
記
」
（「
演
芸
画
報
」
四
年
七
号
、
明
治
四
十
三
年
七
月
一
日
）
六
月
七
日
。
晴
今
日
や
つ
と
寝
乍
ら
で
も
洋
筆
ぺ
ん
を
持
つ
事
が
出
来
る
や
う
に
成
つ
た
。
其
で
も
間
断
な
く
ち
く

す
る
痛
み
は
絶
へ
な
い
、
（
…
）
况
て
鉛
毒
で
痲
痺
し
て
居
る
ん
だ
か
ら
痛
む
う
ち
に
も
擽
ら
れ
る
様
で
其
不
快
こ
ゝ
ろ
わ
るさ
と
言
つ
た
ら
な
い
、
（
…
）
夕
べ
も
鏡
花
君
が
来
ら
れ
た
の
で
引
止
て
種
々
な
話
し
を
聞
い
て
大
い
に
気
が
ま
ぎ
れ
た
、
勿
論
其
に
は
怪
談
も
出
た
其
が
為
お
そ
く
な
つ
て
帰
ら
れ
た
の
は
お
気
の
毒
様
だ
つ
た
。
心
に
か
け
て
見
舞
は
れ
る
さ
へ
あ
る
に
、
病
気
ま
で
ま
ぎ
ら
せ
て
呉
ら
れ
た
段
は
厚
く
謝
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
…
）
午
前
長
谷
川
時
雨
女
史
。
午
後
熊
田
雪
葉
君
。
大
谷
竹
次
郎
君
。
が
見
舞
れ
た
。
（
…
）
六
月
九
日
。
晴
（
…
）
午
後
柳
川
春
葉
君
が
見
え
た
、
本
郷
座
は
今
日
稽
古
が
休
み
と
の
事
だ
。
（
…
）
今
日
で
丁
度
三
度
繰
り
返
し
て
猶
飽
き
足
ら
ず
、「
揚 （マ
マ
）柳
歌
」
に
又
魂
を
打
ち
込
ん
で
居
る
時
。
京
都
の
知
己
か
ら
病
気
見
舞
の
合
作
葉
書
が
舞
込
ん
だ
。
 典
拠
2
「
劇
界
一
覧
劇
場
と
俳
優
」
（「
歌
舞
伎
」
一
二
一
号
、
明
治
四
十
三
年
七
月
一
日
）
▲
喜
多
村
鉛
毒
心
臓
病
併
発
し
て
徒
町
笹
川
病
院
に
入
り
新
富
座
を
休
む
 注
記

「
病
床
日
記
」
は
六
月
七
日
か
ら
十
六
日
ま
で
を
記
し
、
本
文
署
名
の
前
に
「
笹
川
病
院
七
号
室
に
て
」
と
あ
る
。
病
名
の
「
鉛
毒
」
は
、
典
拠
2に
よ
っ
て
も
確
め
ら
れ
る
。
鏡
花
、
春
葉
の
ほ
か
、
十
日
に
は
笹
川
臨
風
、
小
織
桂
一
郎
も
見
舞
に
訪
れ
て
い
る
。
六
月
十
五
日
の
項
に
は
「
見
舞
に
来
ら
れ
た
Ｓ
君
と
暗
示
と
い
ふ
事
に
就
て
話
し
た
。
鏡
花
君
が
紅
葉
先
生
の
所
に
居
た
頃
夜
中
門
の
郵
便
函
へ
来 て
信
書
が
み
を
取
り
に
行
く
事
が
あ
る
、
そ
う
し
て
其
を
携 も
つ
て
来
る
う
ち
に
自
分
へ
来
た
手
紙
丈
け
は
闇
の
中
で
触
つ
て
見
て
も
知
れ
た
そ
う
だ
。
こ
ん
な
事
は
々
あ
つ
た
と
話
さ
れ
た
事
が
あ
つ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
さ
れ
て
い
る
。
笹
川
病
院
の
住
所
は
『
東
京
社
会
辞
彙
』
（
毎
日
通
信
社
、
大
正
二
年
十
二
月
十
九
日
）
に
「
設
立
者
は
院
長
笹
川
三
男
三
氏
明
治
四
十
三
年
四
月
十
八
日
の
開
院
、
皮
膚
病
梅
毒
、
淋
病
の
診
療
を
な
す
、
病
室
は
二
十
六
名
を
収
容
定
員
と
す
、
調
剤
主
任
鮫
島
光
太
郎
氏
な
り
（
下
谷
区
御
徒
士
町
三
ノ
五
八
）」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
。
喜
多
村
が
休
演
し
た
新
富
座
の
演
目
は
、
六
月
四
日
初
日
の
小
島
孤
舟
作
「
霊
火
」
で
、
高
田
実
、
河
合
武
雄
、
秋
月
桂
一
郎
、
小
織
桂
一
郎
ら
が
出
演
し
た
。
喜
多
村
が
読
ん
で
い
た
「
楊
柳
歌
」
は
こ
の
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
二
月
七
日
ま
で
、
喜
多
村
の
招
き
で
上
洛
し
た
お
り
の
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
立
女
形
蓑
山
清
之
助
を
主
人
公
と
す
る
本
作
の
感
慨
も
一
入
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
上
洛
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
弦
巻
克
二
「
『
楊
柳
歌
』
私
注
」
（
「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
七
号
、
平
成
二
年
十
一
月
三
十
日
）、
田
中
励
儀
「
「
園
物
語
」
の
成
立
過
程
―
泉
鏡
花
と
京
都
」
（
『
泉
鏡
花
文
学
の
成
立
』
双
文
社
出
版
、
平
成
九
年
十
一
月
二
十
八
日
）
に
詳
し
い
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
癸
丑
四
十
一
歳
四
月
一
日
か
ら
、
金
沢
第
四
福
助
座
（
下
新
町
）
で
今
枝
恒
吉
一
座
に
よ
る
「
風
流
線
」
の
上
演
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
急
遽
別
の
狂
言
に
差
替
え
ら
れ
た
。
 典
拠
1
「
演
芸
界
」
（「
北
国
新
聞
」
大
正
二
年
四
月
一
日
付
十
五
面
）
●○
第四
福
助
座
新
派
今
枝
恒
吉
一
座
は
本
日
よ
り
鏡
花
作
「
風
流
線
」
十
五
場
を
出
し
花
々
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し
く
開
演
す
べ
く
安
値
の
勉
強
芝
居
な
れ
ば
大
人
気
な
ら
む
 典
拠
2
「
演
芸
界
」
（「
北
国
新
聞
」
大
正
二
年
四
月
二
日
付
七
面
）
●○
第四
福
助
座
新
派
今
枝
恒
吉
一
座
に
て
昨
日
よ
り
開
演
せ
し
が
狂
言
は
都
合
に
よ
り
俄
に
搗
き
替
へ
第
一
「
怨
の
名
鳥
」
第
二
「
心
中
物
語
」
第
三
喜劇
「
子
宝
」
を
出
せ
り
第
一
は
嘗
て
本
紙
に
掲
載
し
て
好
評
を
博
せ
る
探
偵
事
実
談
第
二
も
本
紙
所
載
の
事
実
談
 注
記

典
拠
1の
「
北
国
新
聞
」
は
、
全
十
六
面
「
祝
北
陸
線
全
通
」
を
謳
っ
た
記
念
号
で
あ
り
、
富
山
ま
で
通
じ
て
い
た
北
陸
線
が
七
か
年
の
工
事
を
経
て
直
江
津
ま
で
全
通
の
成
っ
た
日
の
新
聞
で
あ
る
。
「
風
流
線
」
の
地
元
で
の
上
演
が
こ
の
北
陸
線
全
通
を
当
込
ん
だ
興
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
、
金
沢
出
身
の
鉄
道
技
師
水
上
規
矩
夫
が
因
循
姑
息
な
故
郷
を
呪
い
、
自
分
の
生
家
跡
を
金
沢
の
停
車
場
と
し
て
北
陸
線
を
貫
通
せ
し
め
る
こ
の
「
風
流
線
」
を
、
当
地
で
上
演
す
る
の
に
は
、
相
当
の
努
力
と
工
夫
を
要
し
た
は
ず
で
、
演
目
の
差
替
え
は
あ
る
意
味
の
必
然
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
「
風
流
線
」
の
初
演
は
、
明
治
四
十
年
七
月
（
十
四
日
初
日
）
の
本
郷
座
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
穴
倉
玉
日
「
「
風
流
線
」
の
初
演
」
（
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
二
十
八
号
、
平
成
十
五
年
三
月
十
日
）
に
詳
し
い
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
四
十
二
歳
八
月
二
十
九
日
、
博
多
寿
座
で
の
興
行
（
十
六
日
よ
り
。
演
目
「
瀧
の
白
糸
」
「
婦
系
図
」
ほ
か
）
を
打
上
げ
た
喜
多
村
緑
郎
は
、
当
地
か
ら
鏡
花
宛
に
葉
書
を
送
っ
た
。

典
拠
1
喜
多
村
緑
郎
の
鏡
花
宛
葉
書
（
「
国
立
劇
場
六
月
公
演
瀧
の
白
糸
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
〔
改
訂
版
〕
昭
和
四
十
七
年
六
月
四
日
）
＊
同
書
七
頁
写
真
版
か
ら
の
翻
字
。
□
は
判
読
不
能
。
（
上
段
）
東
京
市
町
区
（
下
段
）
き
の
ふ
博
多
を
下
六
番
町
十
一
打
上
げ
ま
し
た
。
泉
鏡
太
郎
様
暑
い
時
と
し
て
は
ま
づ
太
宰
府
に
て
大
成
功
の
部
で
し
た
。
緑
郎
お
よ
ろ
こ
び
下
さ
い
。
二
十
九
日
所
で
熊
本
へ
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
つ
て
今
日
の
り
こ
み
ま
す
。
何
れ
向
ふ
よ
り
お
た
よ
り
を
し
ま
す
。
緑○
い
ま
お
ま
い
り
を
し
ま
し
た
。
□
□
 典
拠
2
「
喜
多
村
の
初日
」
（「
九
州
日
報
」
大
正
三
年
八
月
十
五
日
付
五
面
）
東
京
新
派
劇
界
の
立
物
喜
多
村
緑
郎
及
び
後
藤
良
介
合
使
［
併
］
一
座
々
明
十
六
日
よ
り
芸
題
「
雲
の
響
」
に
て
博
多
寿
座
に
初
日
開
演
し
道
具
は
苦
情
多
き
喜
多
村
監
督
と
な
り
前
田
甚
太
郎
の
手
に
て
全
部
新
調
中
 典
拠
3
「
喜
多
村
劇
替
芸
題
」
（「
福
岡
日
日
新
聞
」
大
正
三
年
八
月
十
九
日
付
七
面
）
博
多
寿
座
の
喜
多
村
後
藤
平
凡
楽
部
新
演
劇
は
初
日
以
来
連
日
好
景
気
に
て
今
十
九
日
よ
り
泉
鏡
花
作
『
瀧
の
白
糸
』
通
し
岩
崎
舜 （マ
マ
）花
作
『
慨
世
阿
房
陀
羅
経
』
四
條
磧
の
場
を
出
し
其
場
面
及
び
主
な
る
役
割
左
の
如
し
＊
場
割
、
配
役
の
引
用
を
省
略
。
 典
拠
4
「
喜
多
村
劇
の
『
婦
系
図
』 」
（「
福
岡
日
日
新
聞
」
大
正
三
年
八
月
二
十
二
日
付
七
面
）
博
多
寿
座
に
て
連
日
好
人
気
な
る
喜
多
村
後
藤
合
同
一
座
本
日
よ
り
の
替
芸
題
は
喜
多
村
十
八
番
の
『
婦
系
図
』
に
て
役
割
左
の
如
し
＊
役
割
の
引
用
を
省
略
。
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 典
拠
5
「
え
ん
げ
い
」
（「
九
州
日
日
新
聞
」
大
正
三
年
八
月
三
十
日
付
三
面
）
明
日
よ
り
大
和
座
に
開
演
の
喜
多
村
緑
郎
は
昨
日
乗
込
み
道
具
の
下
調
べ
を
な
し
水
先
案
内
役
の
後
藤
良
介
其
他
の
一
行
は
本
日
到
着
の
筈
 注
記

鏡
花
宛
葉
書
の
消
印
は
写
真
版
か
ら
は
読
み
取
れ
ず
、
文
面
お
よ
び
典
拠
の
新
聞
記
事
に
よ
り
、
大
正
三
年
八
月
二
十
九
日
発
信
と
推
定
し
た
。
末
尾
寄
書
の
人
物
の
名
は
判
読
で
き
な
い
。
福
岡
発
行
二
紙
の
記
事
を
ま
と
め
る
と
、
喜
多
村
一
座
は
七
月
二
十
四
日
に
は
下
関
開
演
中
、
二
十
八
日
に
小
倉
常
盤
座
へ
移
り
、
三
十
日
に
は
二
の
替
り
で
「
婦
系
図
」
を
上
演
。
八
月
十
一
日
に
博
多
へ
乗
込
み
、
十
六
日
か
ら
佐
藤
紅
緑
作
「
雲
の
響
」
で
幕
を
開
け
、
十
九
日
か
ら
二
の
替
り
で
「
瀧
の
白
糸
」、
二
十
二
日
か
ら
三
の
替
り
で
「
婦
系
図
」、
二
十
五
日
か
ら
四
の
替
り
で
「
紅
筆
帖
よ
り
」
を
上
演
し
て
い
る
。
目
ま
ぐ
る
し
い
演
目
の
変
更
に
、
新
派
地
方
巡
業
の
実
態
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
引
用
を
省
い
た
役
割
の
う
ち
、「
瀧
の
白
糸
」
は
後
藤
の
欣
哉
［
彌
］、
喜
多
村
の
白
糸
で
、
花
柳
章
太
郎
が
馬
車
屋
の
小
僧
三
吉
、
「
婦
系
図
」
で
は
、
後
藤
の
酒
井
、
喜
多
村
緑
郎
の
お
蔦
、
藤
井
六
輔
の
早
瀬
、
花
柳
の
妙
子
で
あ
っ
た
。
喜
多
村
は
、
葉
書
の
言
葉
通
り
、
二
十
九
日
に
熊
本
へ
乗
込
み
、
翌
日
か
ら
大
和
座
で
開
演
し
て
い
る
。「
九
州
日
日
新
聞
」
の
続
報
を
ま
と
め
る
と
、
演
目
は
「
紅
筆
帖
よ
り
」、
三
日
か
ら
二
の
替
り
「
雲
の
響
」
、
九
日
か
ら
三
の
替
り
「
婦
系
図
」
で
、
十
五
日
に
は
浪
花
節
（
天
中
軒
雲
月
）
に
替
っ
て
い
る
が
、
入
場
料
を
め
ぐ
っ
て
興
行
元
と
悶
着
が
あ
り
、
博
多
ほ
ど
に
は
好
評
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
別
稿
「
泉
鏡
花
作
「
通
夜
物
語
」
の
か
た
ち
」
（
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
所
編
『
女
性
文
化
と
文
学
』
御
茶
の
水
書
房
、
平
成
二
十
年
三
月
十
八
日
）
に
も
指
摘
し
た
が
、
従
来
の
新
派
劇
の
上
演
研
究
は
東
京
と
京
阪
に
偏
っ
て
い
て
、
地
方
興
行
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
判
っ
て
い
な
い
。
地
方
公
演
の
調
査
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
四
十
二
歳
九
月
七
日
、
坪
内
逍
遥
は
明
治
座
上
演
「
婦
系
図
」
の
五
幕
目
ま
で
を
一
人
で
観
劇
し
た
。

典
拠

生
田
蝶
介
「
生
活
日
誌
の
一
面
（
七
）」
（
「
演
芸
楽
部
」
三
巻
十
号
、
大
正
三
年
十
月
一
日
）
△
七
日
午
後
三
時
よ
り
明
治
座
へ
行
く
。
（
…
）
泉
鏡
花
氏
の
「
婦
系
図
」
は
河
合
、
伊
井
に
ふ
さ
わ （マ
マ
）し
い
芝
居
だ
つ
た
。
（
…
）
坪
内
さ
ん
が
「
婦
系
図
」
の
五
幕
目
ま
で
土
間
へ
只
一
人
来
て
熱
心
に
双
眼
鏡
を
離
さ
ず
に
見
て
ゐ
ら
れ
た
。
 注
記

「
婦
系
図
」
上
演
に
つ
い
て
は
「
年
譜
」
に
記
し
た
が
、
右
に
よ
り
、
逍
遙
の
観
劇
を
補
う
。
早
瀬
主
税
＝
伊
井
蓉
峰
、
お
蔦
＝
河
合
武
雄
で
、
こ
の
上
演
の
た
め
鏡
花
は
「
湯
島
の
境
内
」
の
場
を
新
た
に
書
下
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
お
蔦
を
当
り
役
と
し
て
い
た
喜
多
村
緑
郎
へ
諒
解
を
求
め
て
い
る
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
乙
卯
四
十
三
歳
十
月
十
五
日
発
行
の
「
女
の
世
界
定
期
増
刊
恋
物
語
」
号
（
第
一
巻
第
七
号
）
に
、
「
白
鷺
」
小
篠
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
杉
本
富
の
こ
と
を
語
っ
た
長
谷
川
時
雨
「
呪
は
れ
た
恋
」
が
載
っ
た
。

典
拠

長
谷
川
時
雨
「
呪
は
れ
た
恋
」
（
「
女
の
世
界
定
期
増
刊
恋
物
語
」
一
巻
七
号
、
大
正
四
年
十
月
十
五
日
）
あ
あ
、
私
が
美
人
伝
の
最
初
に
書
い
た
白
鷺
の
小
篠
さ
ん
、
あ
な
た
は
も
う
、
思
ひ
人
の
鏡
花
さ
ん
の
小
説
に
、
白
鷺
の
小
篠
で
生
て
ゐ
る
だ
け
で
す
ね
、
昔
の
あ
な
た
を
見
よ
う
と
す
る
に
は
、
喜
多
村
の
演 す
る
「
白
鷺
」
の
舞
台
の
、
小
篠
さ
ん
を
見
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
の
で
す
ね
。
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今
宵
は
秋
雨
が
夕
方
か
ら
降
り
だ
し
て
、
心
細
さ
う
な
忍
び
音
に
、
は
ら
は
ら
と
軒
に
音
づ
れ
て
ゐ
ま
す
。
（
…
）
こ
の
淋
し
い
雨
の
音
を
、
あ
る
病
院
の
、
あ
る
室
の
、
あ
る
床
の
上
で
ど
う
聞
い
て
ゐ
る
か
と
、
あ
な
た
の
身
の
上
を
考
へ
る
と
、
恋
に
呪
は
れ
た
あ
な
た
の
た
め
に
、
泣
き
た
い
よ
う
な
心
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
（
…
）
せ
め
て
あ
の
美
し
い
凄
い
お 、
は 、
こ 、
も 、
の 、
の
筆
で
、
誰
に
も
分
ら
な
い
心
の
底
の
か
な
し
み
を
、
書
取
つ
て
あ
げ
る
の
が
、
昔
の
恋
人
泉
さ
ん
の
、
し
な
く
つ
て
な
ら
な
い
仕
事
だ
ら
う
と
私
は
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
お
と
み
さ
ん

白
鷺
の
小
篠
さ
ん
、
私
は
あ
な
た
に
代
つ
て
、
今
度
お
目
に
か
ゝ
つ
た
時
に
、
そ
の
事
を
お
願
ひ
し
て
あ
げ
ま
せ
う
。
 注
記

こ
の
時
雨
の
文
章
は
、
吉
村
博
任
「
贖
罪
の
軌
跡
―
「
白
鷺
」
か
ら
「
萩
薄
内
証
話
」
―
」
（
「
鏡
花
研
究
」
十
号
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
日
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
、
こ
の
資
料
を
提
供
し
た
田
中
励
儀
の
書
評
「
赤
尾
勝
子
著
『
泉
鏡
花
論
―
心
境
小
説
的
特
質
を
め
ぐ
っ
て
―
』 」
（
「
芸
術
至
上
主
義
文
芸
」
三
十
二
号
、
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日
）
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
時
雨
の
い
う
「
美
人
伝
の
最
初
」
と
は
、
大
正
二
年
六
月
二
十
四
、
二
十
五
日
の
「
読
売
新
聞
」
掲
載
「
明
治
美
人
伝
」
の
第
一
回
、
第
二
回
「
白
鷺
の
小
篠
」
の
こ
と
。
同
じ
く
、
八
月
九
、
十
日
に
は
「
泉
す
ゞ
子
」
の
連
載
が
あ
っ
た
。
明
治
四
十
二
、
三
年
ご
ろ
、
鏡
花
を
め
ぐ
る
二
人
の
芸
妓
の
関
係
が
報
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
右
文
は
そ
の
後
、
病
の
床
に
就
い
た
お
富
へ
の
同
情
に
発
し
て
い
る
。
文
と
と
も
に
、
お
富
の
写
真
（
「
明
治
美
人
伝
」
と
同
じ
）、
小
篠
に
扮
し
た
喜
多
村
緑
郎
の
写
真
、
時
雨
の
肖
像
ス
ケ
ッ
チ
（
小
生
夢
坊
画
）
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
戊
午
四
十
六
歳
一
月
二
日
、
生
田
葵
山
宛
に
年
賀
葉
書
を
出
し
た
。
 典
拠

生
田
葵
山
宛
葉
書
（
大
正
七
年
一
月
二
日
付
）
＊
日
付
は
消
印
に
よ
る
。
（
表
）
府
下
中
渋
谷
宇
田
川
（
裏
）
初
春
の
御
壽
め
で
た
く
申
納
候
八
百
七
十
大
正
七
年
一
月
元
旦
生
田
葵
様
町
下
六
番
町
十
一
番
地
泉
鏡
太
郎
 注
記

田
中
励
儀
氏
蔵
の
葉
書
。
同
氏
に
よ
る
「
資
料
紹
介
生
田
葵
山
宛
年
賀
状
三
通
」
（
「
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
」
二
十
三
号
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
戊
午
四
十
六
歳
七
月
一
日
発
行
の
鈴
木
三
重
吉
主
幹
「
赤
い
鳥
」
創
刊
号
の
扉
「
「
赤
い
鳥
」
の
標 モ
榜 ツ
語 ト
ー」
中
に
「
賛
同
せ
る
作
家
」
と
し
て
、
芥
川
龍
之
介
、
有
島
生
馬
、
小
山
内
薫
、
北
原
白
秋
、
小
宮
豊
隆
、
島
崎
藤
村
、
高
濱
虚
子
、
徳
田
秋
聲
、
野
上
豊
一
郎
、
野
上
彌
生
子
、
森
田
草
平
、
森
外
ら
と
と
も
に
名
を
列
ね
、
創
作
童
謡
「
あ
の
紫
は
」
（
挿
絵
清
水
良
雄
）
を
寄
稿
し
た
。
 典
拠
1
「
「
赤
い
鳥
」
の
標
榜
語
」
（「
赤
い
鳥
」
一
号
、
大
正
七
年
七
月
一
日
）
○
現
在
世
間
に
流
行
し
て
ゐ
る
子
供
の
読
物
の
最
も
多
く
は
、
そ
の
俗
悪
な
表
紙
が
多
面
的
に
象
徴
し
て
ゐ
る
如
く
、
種
々
の
意
味
に
於
て
、
い
か
に
も
下
劣
極
ま
る
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
も
の
が
子
供
の
真
純
を
侵
害
し
つ
ゝ
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
単
に
思
考
す
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
。
（
…
）
○
「
赤
い
鳥
」
の
運
動
に
賛
同
せ
る
作
家
は
、
泉
鏡
花
、
小
山
内
薫
、
徳
田
秋
聲
、
高
濱
虚
子
、
野
上
豊
一
郎
、
野
上
彌
生
子
、
小
宮
豊
隆
、
有
島
生
馬
、
芥
川
龍
之
介
、
北
原
白
秋
、
島
崎
藤
村
、
森
森 （マ
マ
）太
郎
、
森
田
草
平
、
鈴
木
三
重
吉
其
他
十
数
名
、
現
代
の
名
作
家
の
全
部
を
網
羅
し
て
ゐ
る
。
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
典
拠
2
鈴
木
三
重
吉
「
創
刊
に
際
し
て
の
プ
リ
ン
ト
／
童
話
と
童
謡
を
創
作
す
る
最
初
の
文
学
的
運
動
」
（「
赤
い
鳥
」
十
二
巻
三
号
鈴木
三
重
吉
追
悼
号
、昭
和
十
一
年
十
月
一
日
）
□
私
は
、
森
林
太
郎
、
泉
鏡
花
、
高
濱
虚
子
、
徳
田
秋
聲
、
島
崎
藤
村
、
北
原
白
秋
、
小
川
未
明
、
小
宮
豊
隆
、
野
上
臼
川
、
野
上
彌
生
子
、
有
島
生
馬
、
芥
川
龍
之
介
の
諸
氏
を
始
め
、
現
文
壇
の
主
要
な
る
作
家
で
あ
り
、
又
文
章
家
と
し
て
も
現
代
第
一
流
の
名
手
と
し
て
権
威
あ
る
多
数
名
家
の
賛
同
を
得
ま
し
て
、
世
間
の
小
さ
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
芸
術
と
し
つ
［
て
］
真
価
あ
る
純
麗
な
童
話
と
童
謡
を
創
作
す
る
、
最
初
の
運
動
を
起
し
た
い
と
思
ひ
ま
し
て
、
月
刊
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
を
主
宰
発
行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た （
マ
マ
）
（
…
）
□
雑
誌
は
菊
版 （マ
マ
）八
十
頁
前
後
の
予
定
で
す
。
表
紙
と
口
絵
二
枚
と
は
石
版
極
彩
色
。
さ
し
ゑ
四
十
箇
。
い
づ
れ
も
文
展
特
選
の
洋
画
家
清
水
良
雄
氏
担
当
毎
号
の
内
容
項
目
及
び
第
一
号
の
執
筆
者
は
次
の
通
で
す
。
創
作
童
話
島
崎
藤
村
世
界
童
話
鈴
木
三
重
吉
創
作
童
話
徳
田
秋
聲
日
本
童
話
秋
庭
俊
彦
創
作
童
話
野
上
彌
生
子
西
洋
創
作
童
話
有
島
生
馬
創
作
童
話
芥
川
龍
之
介
懸
賞
創
作
童
話
小
宮
豊
隆
選
創
作
童
話
鈴
木
三
重
吉
懸
賞
創
作
童
謡
北
原
白
秋
選
創
作
童
謡
泉
鏡
花
各
地
童
謡
北
原
白
秋
選
創
作
童
謡
北
原
白
秋
募
集
作
文
鈴
木
三
重
吉
選
創
作
童
謡
小
川
未
明
会
員
消
息
鈴
木
三
重
吉
編
 注
記

三
重
吉
の
大
正
六
年
十
一
月
十
日
付
小
池
恭
宛
書
簡
（
岩
波
書
店
版
『
鈴
木
三
重
吉
全
集
』
第
六
巻
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
）
に
は
、
「
只
今
お
伽
話
専
門
の
雑
誌
を
作
る
計
画
を
し
て
居
ま
す
、
藤
村
、
外
、
白
秋
三
氏
に
頼
み
、
私
と
四
人
で
毎
号
書
く
や
う
に
す
る
つ
も
り
で
す
、」
と
あ
っ
て
、
こ
の
こ
ろ
に
は
寄
稿
者
の
人
選
も
相
当
に
進
ん
で
い
た
こ
と
が
判
る
が
、
創
刊
後
の
七
年
八
月
三
十
一
日
付
の
小
宮
豊
隆
宛
（
同
上
）
に
は
、
「
書
く
人
が
ス
ツ
ポ
か
す
の
で
閉
口
。
第
三
号
の
如
き
、
間
際
に
な
り
て
五
人
ス
ツ
ポ
か
す
。
し
か
た
な
く
旧
作
を
入
れ
た
。」
と
あ
り
、
原
稿
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
た
様
子
も
窺
え
る
。「
賛
同
せ
る
作
家
」
十
三
名
の
う
ち
、
森
外
の
寄
稿
だ
け
が
、
彼
の
去
（
大
正
十
一
年
七
月
九
日
）
に
よ
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
当
時
「
赤
い
鳥
」
の
編
輯
を
担
当
し
て
い
た
小
島
政
二
郎
の
『
眼
中
の
人
』
（
三
田
文
学
出
版
部
、
昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日
）
に
は
、
創
刊
を
前
に
「
三
重
吉
が
突
然
喘
息
の
発
作
に
襲
は
れ
て
、
帝
大
の
真
鍋
内
科
へ
入
院
し
て
し
ま
つ
た
。
あ
と
は
、
私
が
代
つ
て
編
輯
の
任
に
当
ら
な
け
れ
ば
雑
誌
が
発
行
出
来
な
い
こ
と
に
な
つ
た
。
で
、
三
重
吉
の
名
刺
を
持
つ
て
、
徳
田
秋
聲
、
泉
鏡
花
、
森
田
草
平
、
そ
の
外
七
八
人
の
知
名
な
文
学
者
の
許
を
訪
問
し
て
、
童
話
の
執
筆
を
依
頼
し
て
廻
つ
た
。
み
ん
な
承
諾
し
て
く
れ
た
」
。
と
こ
ろ
が
、
締
切
間
際
に
な
っ
て
原
稿
が
も
ら
え
ず
、
徳
田
秋
聲
を
は
じ
め
と
す
る
「
八
人
」
の
童
話
の
「
代
作
」
を
し
て
急
場
を
凌
い
だ
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
創
刊
号
に
「
蜘
蛛
の
糸
」
を
寄
せ
た
芥
川
龍
之
介
の
小
島
宛
書
簡
（
大
正
七
年
六
月
二
十
三
日
付
、
岩
波
書
店
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
十
八
巻
、
平
成
九
年
四
月
八
日
）
に
は
「
徳
田
秋
聲
小
山
内
薫
誠
は
小
島
政
二
郎
な
ど
は
驚
き
ま
す
昔
の
狂
言
に
だ
つ
て
そ
ん
な
の
は
あ
り
ま
す
ま
い
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
芥
川
も
こ
の
「
代
作
」
の
事
情
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
徳
田
秋
聲
の
作
は
「
手
づ
ま
使
」、
小
山
内
薫
の
作
は
「
俵
の
蜜
柑
」
で
あ
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
辛
酉
四
十
九
歳
一
月
八
日
、
生
田
葵
山
宛
に
年
賀
葉
書
を
出
し
た
。
 典
拠

生
田
葵
山
宛
葉
書
（
大
正
十
年
一
月
八
日
付
）
＊
日
付
は
消
印
に
よ
る
。
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（
表
）
府
下
世
田
ケ
谷
池
尻
（
裏
）
初
春
の
御
壽
め
で
た
く
申
納
候
五
一
九
大
正
十
年
一
月
元
旦
生
田
葵
様
町
区
下
六
番
町
十
一
番
地
泉
鏡
太
郎
 注
記

田
中
励
儀
氏
蔵
の
葉
書
。
同
氏
に
よ
る
「
資
料
紹
介
生
田
葵
山
宛
年
賀
状
三
通
」
（
「
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
」
二
十
三
号
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
辛
酉
四
十
九
歳
四
月
一
日
、
岡
田
八
千
代
の
発
議
で
、
翌
日
に
結
婚
式
を
控
え
た
水
上
瀧
太
郎
を
日
本
橋
の
初
音
に
招
き
、
久
保
田
万
太
郎
、
里
見
弴
ら
九
九
九
会
の
メ
ン
バ
ー
と
会
食
し
た
。 典
拠

岡
田
八
千
代
「
そ
の
頃
の
こ
と
」
（「
水
上
瀧
太
郎
全
集
月
報
」
三
号
、
昭
和
十
六
年
一
月
）
＊
第
五
巻
附
録
。
刊
行
日
付
な
し
。
大
正
十
年
四
月
二
日
に
結
婚
さ
れ
る
前
日
、
「
独
身
の
最
後
の
日
の
水
上
さ
ん
と
一
緒
に
御
飯
を
食
べ
よ
う
」
と
言
ひ
出
し
た
の
は
私
で
、
夫
か
ら
久
保
田
さ
ん
に
電
話
を
か
け
る
と
「
好
か
ら
う
」
と
の
事
で
、
会
社
へ
電
話
し
て
「
お
忙
し
い
の
で
せ
う
か
」
と
聞
く
と
、
「
何
に
も
」
と
の
事
で
、
私
は
断
ら
れ
は
し
な
い
か
な
と
恐
々
今
夜
、
い
つ
も
の
人
達
と
会
食
し
て
下
さ
ら
な
い
か
と
聞
く
と
「
宜
し
い
」
と
の
返
事
だ
つ
た
。
（
…
）
私
は
鬼
の
首
で
も
取
つ
た
や
う
に
、
俄
か
に
九
々
々
会
を
動
員
し
て
阿
部
さ
ん
の
引
け
る
時
に
、
い
つ
も
そ
の
頃
九
々
々
会
の
会
場
に
な
つ
て
居
た
日
本
橋
の
「
は
つ
ね
」
に
集
る
事
に
し
ま
し
た
。
（
…
）
同
行
は
泉
先
生
、
里
見
さ
ん
、
久
保
田
さ
ん
、
な
ど
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。
差
支
へ
て
見
え
ぬ
人
も
あ
り
ま
し
た
。
 注
記

九
九
九
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
水
上
瀧
太
郎
結
婚
前
日
の
会
で
あ
る
。
引
用
を
省
い
た
後
段
に
は
、
「
越
え
て
三
日
目
、
四
月
五
日
の
夜
、
九
々
々
会
の
者
は
旧
藤
村
家
に
水
上
夫
妻
の
御
招
待
に
預
か
つ
た
の
で
す
が
、
」
云
々
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
「
補
訂
一
」
の
大
正
十
年
の
項
に
、
久
保
田
万
太
郎
「
水
上
瀧
太
郎
君
と
泉
鏡
花
先
生
」
（
「
中
央
公
論
」
四
十
二
年
二
号
、
大
正
十
四
年
二
月
一
日
）
に
拠
っ
て
、
「
四
月
三
日
、
前
日
結
婚
し
た
水
上
瀧
太
郎
と
都
（
俣
野
景
蔵
長
女
）
の
披
露
宴
（
於
築
地
喜
多
の
家
）
に
夫
妻
で
出
席
し
た
。
ほ
か
に
岡
田
三
郎
助
八
千
代
夫
妻
、
里
見
弴
、
久
保
田
万
太
郎
ら
が
招
か
れ
て
い
た
。
」
と
記
し
た
が
、
岡
田
八
千
代
の
文
と
日
付
、
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
久
保
田
万
太
郎
、
岡
田
八
千
代
の
両
説
併
記
と
し
、
今
後
傍
証
の
調
査
を
続
け
た
い
。
［
付
記
］
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
以
後
は
続
稿
と
し
た
い
。
誤
記
の
訂
正
、
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
謝
し
た
い
。
（
よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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